
342

編 集 後 記

近頃厚生省の案として国立癌中央病院の構想が報道せられている.そ の予算は13億 が要求せら

れるとい う.文 部省科学研究費の中に 「癌総合研究」の予算 として34年 度は2,500万 円が計上せ

られており,こ れを35年 度に3,000万 円に増額出来るかどうかが問題である事と比較すると,厚

生省案の予算が大きいのに驚 くのであるが,然 し癌の研究と云 う極めて重大な事であるから,予

算は大きい程よいと思 う むしろ文部省の予算が小さすぎるのである.と ころが厚生省案を単純

に喜んでいるわけにゆかぬ点がある.そ れに就て考えてみよう.既 に文部省が扱つている癌研究

があり,ま た日本対癌協会,そ の他種々の癌研究機関があるのであるが,そ れ らと今度の厚生省

案との間には何 らかの関係があるのか或は全くないのか,ど うも充分な話し合いは行われていな

いようである.一 つの問題に就いて国家予算が別々に出され ようとし,そ の間に連絡がないとい

うのはどうした事か.癌 の治療は基礎的研究と臨床的研究の両者によって進められてゆくのであ

り,わ が国の現実に於ては文部省と厚生省もさることながら,医 学者と臨床医師が一体となつて

研究を進めてゆかねばならぬのである,従 来は文部省と学者と臨床家とが,あ まり強力とは云え

ないが,兎 に角比較的渾然として進んで来た.そ こへ厚生省案が何の連絡もなしに突然に現われ

て来た.こ れによつて癌の治療が進むならばよいが,も つと適当な現われ方はないものであろう

か.そ の点に就いては既に東大教授,日 本対癌協会常務理事の吉田富三博士が新聞紙上に於て憂

慮していられる.同 氏でさえも厚生省案に就ては全く相談を受けていられない様子である.

思 うにこれは宮庁のセクショナ リズム,勢 力範囲の拡張主義ではなかろうか.官 僚が医学者や

医師をその勢力下に置いて支配,駆 使しようとするのであれば,そ れがいかに官僚の思い上が り

であり,ま た国を誤まるものであるかは明らかである,こ の事は今度の癌中央病院に限らず,医

療制度一般,社 会保険問題,医 師養成制度などに就いても痛感せられるところである.大 体に厚

生省の病院には国立という名称を付けているが,本 来ならば厚生省に限らず国で立っている病院

は全て国立である.厚 生省で立つている病院ならば省立と云 うべきである.こ んなところにも何

だか変な臭いがする(昭 和35年4月)
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